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実空間課題における予期的注視を用いた自己効力感の定量的計測にむけた

巧緻性計測デバイスの開発

研究者 東京農工大学工学部 助教 辻 愛里

〔研究の概要〕

本研究では実空間での巧緻性課題中における定量的な課題特有自己効力感（ 以

下、 ）計測のためのデバイス開発を行った。リハビリテーションで用いられるペグボード課題について、ペグボー

ドをロードセルセンサ上に設置し、 軸 センサと指先感圧センサを搭載した手袋デバイスと装着型アイトラッカ

ーを用いた計測から、手の操作と目の動きを取得した。得られた予期的な視線運動指標と主観的評価から、取得

時の課題となる点と、サッケード振幅が事後の と正の相関傾向を示し、推定に有用となる可能性を示した。

〔研究経過および成果〕

自己効力感（ 以下、 ）とは個人の

行動遂行能力に対する確信の程度であり

教育や臨床心理領域では を質問紙によっ

て測定している 江本 。 の定量的かつ即時

的な計測が可能となれば、オンタイムのフィードバック

によるモチベーション向上や幅広い分野への活用が

見込まれる。そこで、本課題では手の動きに先行する

予期的な視線運動（予期的注視）から の計測を

行うための予期的注視指標の検討を行い、実験によ

って計測に有効な指標を明らかにした。

図 に計測手法概要を示す。アイトラッカーで取得

した視線情報と手指に装着したセンサや据え置き型

のセンサで取得した操作データを用いて、予期的注

視特徴量 を算出する。算出した特徴量とアンケート

から取得した の相関関係を調査したのち、予期

的注視特徴量を説明変数、主観的な を目的変

数として 回帰モデル（ ）を構築・評

価することで を推定する。なお、事前のデスクトッ

プ課題の結果を基に、空間的な予期的注視指標とし

て ）サッケード振幅 ）固視時間 ）手の中心座標と

図図 計計測測手手法法概概要要

図図 実実験験環環境境

注視点間距離、時間的な予期的注視指標として ）手

注視時間割合に着目した。

図 に実際に作成したシステムによる実験環境を

示す。目と手の協調課題として、 個の穴があけら

れた木製の板に木製の棒状ペグを差し込む込む課

題であるペグボード課題を用いた。健常定型発達者

による実験時の負荷を高めるため、本実験ではペグと

して重さ約 の金属棒を使用した。また、課題の難
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易度を調節することで の変化を促す。利き手と非

利き手による課題難易度の調節に加え、条件 ）ベー

スライン ）手首に のオモリ装着 ）手首にゴム

ベルトを装着 ）手首に重りとゴムベルトを装着、の ４

条件で課題を実施させた。 視線データ取得にはウェ

アラブルアイトラッカー（ 社製

）を用いた。 操作データ取得には手袋型デバイスと

据え置き型デバイスの 種類を用いた。手袋型デバ

イスでは 軸 の値および親指と人差し指の指

先の感圧センサ値を取得し、ペグの把持タイミングと

手の動きを取得した。据え置き型デバイスではペグの

持ち上げや差し込みタイミングをロードセルセンサ―

を用いて取得した。主観的な は各課題の開始時

と終了時に アンケー トに口頭で回答させた。課

題開始時には次に行う課題を説明したうえで「次の課

題をうまく実施する自信の程度を から の整数で

回答してください」（以下、事前 ）と指示し、課題

終了時に「今行った課題をうまく実施できた自信の程

度を から の整数で回答してください（以後、事

後 ）と指示した。

代の学生 名（男性： 名、女性： 名、右利

き） を対象に、疲労の影響を考慮し 日間に分けて

実験を実施した。 本のペグをペグボードから別の

ペグボードに移動させ穴に差し込む操作を セットと

し、左右の手で各条件につき セットずつ、 日間で

合計 セット実施した。順序効果相殺のため被験者

間で順序を入れ替え実施した。

図 に実験後にデータの欠損が見られた 名を除

く 名の被験者ごとの指標１）サッケード振幅と事後

の相関係数を示す。 名で正の相関が見られ、

が高いほどサッケード振り幅が大きい傾向が見ら

れた。一方で相関の見られない被験者がみられるな

図図 事事後後 ととササッッケケーードド振振幅幅のの相相関関係係数数

ど、個人差の影響も示された。さらに、他の指標につ

いては画像認識の精度や把持ミスの影響などの課題

が明らかとなった。今後は収集したデータを基にさら

なる分析手法を検討し、実世界課題における の

推定精度向上に向けた取り組みを進めていく。
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